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第１章 プランの策定にあたって 

 

 １ プラン策定の趣旨  

 

本市においては、平成１７年に「山陽小野田市男女共同参画推進条例」を制

定し、男女共同参画の推進に関する基本理念と基本的施策を定めるとともに、

平成１９年３月に「さんようおのだ男女共同参画プラン」を策定、平成２４年

３月には「さんようおのだ男女共同参画プラン(改定版)」を策定し、男女共同

参画の推進に係る具体的な施策について、その推進に努めてまいりました。 

しかし、依然として性別による固定的な役割分担やこれを反映した慣行は、

社会のあらゆる分野に根強く残り、女性の活躍推進、配偶者等からの暴力の根

絶など多くの課題があります。また、人口減少・少子高齢化の進行、ライフス

タイルや価値観の多様化、社会のグローバル化など男女共同参画を取り巻く社

会経済情勢や環境等は大きく変化し、国においては、平成２７年９月に「女性

の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が施行されま

した。 

こうした流れの中で、本市の男女共同参画の推進について、これまでの取組

を継承しながら、国の「第４次男女共同参画基本計画」や県の「第４次山口県

男女共同参画基本計画」の策定を踏まえ、「第３次さんようおのだ男女共同参画

プラン」を策定することとしました。 

 

 ２ プランの位置付け  

 

本プランは「男女共同参画社会基本法」及び「山陽小野田市男女共同参画推進

条例」に基づく「市町村男女共同参画計画」であり、国の「第４次男女共同参画

基本計画」及び県の「第４次山口県男女共同参画基本計画」を勘案し、本市の「第

２次山陽小野田市総合計画」との整合性を図っています。また、「女性の職業生活

における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」に基づく「市町村推進計画」

及び「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」

に基づく「市町村基本計画」を包含します。  
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 ３ プランの期間  

  

本プランの期間は、平成３１年（２０１９年）度から平成３４年（２０２２

年）度までの４年間とします。 

ただし、国内外の動向や社会情勢の変化を考慮して、期間内であっても必要

に応じて見直しを行います。 
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第２章 プラン策定の背景 

 

 １ 社会経済情勢等の変化  

 

（１） 人口の減少・少子高齢化 

国勢調査からみる本市の人口は、平成２７年（２０１５年）では６２，６７１

人となっており、２０年前の平成７年（１９９５年）から約６，０００人の減少

となっています。 

構成比をみると、年少人口（０-１４歳）、生産年齢人口（１５-６４歳）の割

合は減少を続けている一方、６５歳以上人口の割合は上昇を続け、平成２７年 

（２０１５年）では３１．２％と少子高齢化の進行がみられます。県と比較する

とおおむね同じ傾向となっています。出生率については、年により多少のばらつ

きがありますが、全体として全国平均と比較すると低い傾向にあります。 

 

 

年齢３区分別人口の推移 

 

 

資料：国勢調査 

※総人口は年齢不詳を含む。 
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（２） 女性の就労率 

本市において、女性の年齢階層別の就労率は２０代後半から３０代前半で

やや低下し、その後４０代後半までに緩やかに上昇し、５０代前半から再度

低下しており、全体として緩いＭ字カーブを描いています。多くの女性が、

結婚、出産、育児等を契機に退職し、子育て等が一段落した段階で再び就業

している状況がうかがえます。 

 

 

 

 ２ 国・県の動き  

 

（１）国の動き 

●「ＤＶ防止法」の改正 

平成２６年１月、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法

律（ＤＶ防止法）」が改正され、配偶者のみならず、生活本拠を共にする交際相

手からの暴力についても準用されることになりました。 

 

●「次世代育成支援対策推進法」の延長・改正 

平成２６年４月、日本の急激な少子化の進行に対応し次代の社会を担う子ど

もの健全な育成を支援するため、従業員数１０１人以上の企業においては、労
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働者の仕事と子育ての両立のための行動計画を策定するよう義務付けられた

「次世代育成支援対策推進法」が１０年間延長されました。 

 

●「女性活躍推進法」の制定 

平成２７年９月、自らの意思によって職業生活を営もうとする女性が、その

個性と能力を十分に発揮し、職業生活において活躍することを推進する、「女性

の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が施行されま

した。 

この法律で、国、地方公共団体、事業主の責務を明らかにし、推進計画や行

動計画を策定するよう求められました。 

 

●国の｢男女共同参画基本計画｣の改定 

平成２７年１２月、「第４次男女共同参画基本計画」が策定され、３つの政策

領域に体系化し、男性中心型労働慣行等を変革し、あらゆる分野における女性

の参画拡大に向けた女性活躍推進法の着実な施行やポジティブ・アクションの

実行等による女性採用・登用の推進等の視点が改めて強調されました。 

 

●「ストーカー規制法」の改正 

平成１２年に制定された「ストーカー行為等の規制等に関する法律（ストー

カー規制法）」が平成２９年１月に改定され、規制対象行為の拡大や禁止命令等

制度及び罰則が見直されました。 

 

●「育児・介護休業法」の改正 

平成２９年１月、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福

祉に関する法律（育児・介護休業法）」が改正され、介護休業の分割取得や子の

看護休暇取得の柔軟化などが盛り込まれました。平成２９年１０月には最長２

歳まで育児休業が取得可能となり、育児休業・育児目的休暇の導入促進が図ら

れました。 

 

（２）県の動き 

●「元気創出やまぐち！未来開拓チャレンジプラン」の策定 

平成２７年３月、県政運営の指針となる総合計画「元気創出やまぐち！未来

開拓チャレンジプラン」が策定され、「女性が輝く地域社会の実現」を掲げ、仕
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事と子育て等の両立支援、女性の再チャレンジ支援、地域における女性の活躍

の促進などに取り組むこととされました。 

 

●県の「男女共同参画基本計画」の改定 

平成２８年３月、「第４次山口県男女共同参画基本計画」が策定され、基本目

標７つから３つへ、重点項目を１５から１０へと体系の見直しが行われました。 

 

●県の「配偶者暴力等対策基本計画」の改定 

平成２５年３月、「山口県配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関す

る基本計画」が改定され、さらに配偶者暴力対策等の強化を図るため、平成  

２８年３月に改定され、名称を「第４次山口県配偶者暴力等対策基本計画」に

変更されました。 

 

 ３ 山陽小野田市の動き  

 

●「男女共同参画宣言都市」の宣言 

本市は、平成２４年９月２９日、「山陽小野田市男女共同参画宣言都市記念式

典」を開催し、誰もが自分らしく生きがいを持って輝けるまちを目指すことを

宣言し、「男女共同参画宣言都市」となりました。また、平成２２年に１０月１

日を「女性の日」と定めた後、毎年男女共同参画を推進する講演会の開催や「女

（ひと）と男（ひと）の一行詩」の作品応募と入賞発表を行い、男女共同参画

社会づくりに向けて取り組んできました。 

 

●市民アンケート調査の実施 

  平成２８年５月、男女共同参画に関する市民アンケート調査を実施しました。 

 

●「第二次山陽小野田市総合計画」の策定 

平成３０年３月、平成３０年度から向こう１２年間の長期的な計画「第二次

山陽小野田市総合計画：活力と笑顔あふれるまち～スマイルシティ山陽小野田

～」を策定し、本市の最上位計画として位置づけ、男女共同参画の推進に取り

組みます。  
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 ４ 平成２８年男女共同参画に関する市民アンケート調査結果  

 

（１）調査の方法及び回収結果 

・市内にお住まいの２０歳以上の方の中から無作為に１，０００人を抽出 

・回収は３１５人（回収率３１．５％） 

（グラフ中の割合は四捨五入処理により合計が１００％を上下変動する場合があります。） 

 

（２） 回答者の属性 

ア 性別 

 

イ 年齢 

 

  

43.2% 53.3% 3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（315人）

男性 女性 無回答

12.5%

14.0%

12.7%

20.2%

15.4%

17.5%

23.8%

22.1%

22.2%

20.8%

19.1%

19.4%

10.7%

16.2%

12.7%

11.9%

13.2%

12.1% 3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（168人）

男性

（136人）

全体

（315人）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答
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（３）調査結果 

 

ア 男女の地位の平等感について 

【１】各分野における男女の地位の平等感 

問１ あなたは、次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思い

ますか。あなたの気持ちに最も近いものを「ア」から「ク」の分野ご

とに１つずつお答えください。 

 

 

  

6.7%

10.2%

0.6%

4.1%

18.4%

7.0%

12.4%

5.4%

43.2%

52.7%

11.4%

26.3%

46.3%

32.1%

54.3%

56.5%

34.9%

20.3%

67.3%

43.2%

15.9%

33.7%

16.2%

20.0%

4.1%

5.4%

2.5%

7.9%

3.5%

9.2%

2.5%

4.4%

0.6%

0.6%

0.3%

0.3%

1.0%

1.3%

0.6%

7.6%

6.3%

14.3%

14.0%

11.7%

14.0%

10.2%

8.9%

2.9%

4.4%

3.8%

4.1%

3.8%

3.2%

3.2%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア家庭生活の中で

イ就職の機会や

職場の中で

ウ学校教育の場で

エ地域活動の中で

オ政治経済活動の中で

カ法律や制度の面で

キ社会通念･慣習･

しきたりなどで

ク社会全体として

1 男性の方が非常に優遇されている 2 どちらかといえば男性の方が優遇されている

3 平等 4 どちらかといえば女性の方が優遇されている

5 女性の方が非常に優遇されている 6 わからない

無回答
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【２】女性の役職等への就任 

問２ あなたが、次にあげるような職業や役職において今後女性がもっと

増える方がよいと思うのはどれですか。次の中からいくつでもあげ

てください。 

 

 

【３】女性が職業をもつことについて 

問３ 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えです

か。次の中から１つだけお答えください。 

 

 

63 

70 

46 

37 

29 

24 

56 

49 

27 

42 

19 

4 

4 

67 

80 

60 

55 

30 

45 

63 

54 

23 

22 

28 

3 

10 

5 

5 

4 

3 

3 

4 

5 

6 

4 

4 

0 50 100 150

1 都道府県知事、市（町村）長

2 国会議員、都道府県議会議員、…

3 国家公務員・地方公務員の…

4 裁判官、検察官、弁護士

5 大学教授

6 国連などの国際機関の管理職

7 企業の管理職

8 起業家・経営者

9 農協・漁協の役員

10 自治会長等

11 特にない

12 その他

13 わからない

男性 女性 性別無回答

0.6%

1.5%

1.6%

0.7%

1.8%

7.0%

6.6%

6.5%

42.9%

44.1%

42.9%

34.9%

36.0%

34.5%

7.0%

5.1%

8.9%

5.1%

5.1%

5.4%

1.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

1 女性は職業をもたない方がよい
2 結婚するまでは職業をもつ方がよい
3 子どもができるまでは、職業をもつ方がよい
4 子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい
5 子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい
6 その他
7 わからない
無回答
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問３-１ 問３で「１」～「３」までを選択したのはなぜですか。 

 次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

 

問３-２ 問３で「４」または「５」を選択したのはなぜですか。 

 次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

4 

6 

2 

1 

2 

4 

1 

1 

10 

3 

2 

2 

10 

4 

1 

2 

1 

1 

1 

2 

0 5 10 15 20

1 女性は家庭を守るべきだと思うから

2 子どもは母親が家で面倒を見た方が

いいと思うから

3 保育料などを払うより母親が家で子どもの

面倒を見た方が合理的だと思うから

4 女性も経済力を持った方が

いいと思うから

5 夫婦で働いた方が多くの収入を

得られるから

6 仕事と家庭の両立支援が

十分ではないと思うから

7 働き続けるのは大変そうだと思うから

8 その他

男性 女性 性別無回答

10 

36 

34 

3 

49 

56 

57 

24 

18 

6 

1 

5 

42 

36 

6 

75 

43 

69 

20 

28 

11 

1 

1 

1 

1 

3 

1 

2 

2 

2 

0 25 50 75 100 125

1 女性は家庭を守るべきだと思うから

2 働くことを通じて自己実現が

図れると思うから

3 子どもは母親が家で面倒を見た方が

いいと思うから

4 保育料などを払うより母親が家で子どもの

面倒を見た方が合理的だと思うから

5 女性も経済力を持った方が

いいと思うから

6 夫婦で働いた方が多くの収入を

得られるから

7 女性が能力を活用しないのは

もったいないと思うから

8 少子高齢化で働き手が減少しているので､

女性も働いた方がいいと思うから

9 仕事と家庭の両立支援が

十分ではないと思うから

10 その他

11 特にない

男性 女性 性別無回答
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【４】進路や職業選択する際の性別意識 

問４ あなたは、進路や職業を選択する際に、性別を意識しましたか。 

 次の中から１つだけお答えください。 

 

  

6.0%

1.5%

9.5%

2.5%

5.5%

2.9%

9.8%

5.0%

10.5%

16.5%

11.8%

20.2%

10.0%

14.5%

20.0%

21.3%

15.0%

13.2%

15.6%

11.8%

19.0%

2.5%

20.0%

15.7%

19.7%

17.5%

15.8%

55.2%

69.9%

44.0%

82.5%

56.4%

52.9%

42.6%

55.0%

52.6%

1.3%

2.2%

0.6%

1.8%

2.5%

5.3%

5.4%

2.9%

6.5%

2.5%

1.8%

8.6%

6.6%

5.0%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(315)

男性(136)

女性(168)

20歳代(40)

30歳代(55)

40歳代(70)

50歳代(61)

60歳代(40)

70歳以上(38)

1 性別をかなり意識して選択した 2 どちらかといえば性別を意識して選択した

3 どちらかといえば性別を意識せずに選択した 4 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した

5 わからない 無回答
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イ 家庭生活等に関する意識について 

【１】「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について 

問５「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、

あなたのご意見をお伺いします。次の中から１つだけお答えください。 

 

 

問５-１ 問５で「１」または「２」に○をつけたのはなぜですか。 

 次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

2.9%

4.4%

1.8%

2.5%

3.6%

4.3%

5.0%

2.6%

30.5%

30.9%

30.4%

22.5%

21.8%

32.9%

29.5%

42.5%

36.8%

35.6%

33.1%

37.5%

30.0%

38.2%

35.7%

39.3%

25.0%

42.1%

18.1%

18.4%

17.9%

30.0%

23.6%

12.9%

19.7%

12.5%

10.5%

12.1%

12.5%

12.5%

15.0%

12.7%

14.3%

11.5%

12.5%

7.9%

1.0%

0.7%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(315)

男性(136)

女性(168)

20歳代(40)

30歳代(55)

40歳代(70)

50歳代(61)

60歳代(40)

70歳以上(38)

1 賛成 2 どちらかといえば賛成 3 どちらかといえば反対 4 反対 5 わからない 無回答

8 

5 

13 

38 

25 

2 

4 

7 

13 

37 

36 

3 

1 

1 

1 

2 

0 20 40 60 80

1 日本の伝統的な家族の

在り方だと思うから

2 自分の両親も役割分担を

していたから

3 夫が外で働いた方が､多くの

収入を得られると思うから

4 妻が家庭を守った方が､子どもの

成長などにとって良いと思うから

5 家事･育児･介護と両立しながら､妻が

働き続けることは大変だと思うから

6 その他

7 特にない

男性 女性 性別無回答
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問５-２ 問５で「３ どちらかといえば反対」または「４ 反対」に○をつ

けたのはなぜですか。 

 次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

【２】「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度 

問６-１ 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活

動・学習・趣味・付き合い等）の優先度についてお伺いします。 

 まず、あなたの希望に最も近いものを次の中から１つだけお答えく

ださい。 

 

25 

12 

34 

27 

16 

49 

3 

27 

16 

31 

29 

12 

62 

6 

2 

2 

3 

3 

1 

3 

4 

2 

0 20 40 60 80 100 120

1 男女平等に反すると思うから

2 自分の両親も外で働いていたから

3 夫も妻も働いた方が､多くの

収入が得られると思うから

4 妻が働いて能力を発揮した方が､

個人や社会にとって良いと思うから

5 家事･育児･介護と両立しながら､妻が

働き続けることは可能だと思うから

6 固定的な夫と妻の役割分担の意識を

押し付けるべきではないから

7 その他

8 特にない

男性 女性 性別無回答

4.1%

5.9%

3.0%

2.5%

1.8%

7.1%

1.6%

5.0%

7.9%

22.2%

19.1%

23.8%

20.0%

29.1%

24.3%

19.7%

15.0%

18.4%

4.1%

4.4%

3.6%

12.5%

1.8%

1.4%

3.3%

5.0%

2.6%

36.2%

39.0%

35.1%

32.5%

40.0%

42.9%

32.8%

37.5%

31.6%

4.8%

4.4%

5.4%

5.0%

0.0%
2.9%

9.8%

10.0%

2.6%

5.1%

4.4%

5.4%

5.0%

7.3%

2.9%

3.3%

5.0%

7.9%

16.8%

16.9%

17.3%

20.0%

12.7%

12.9%

23.0%

15.0%

21.1%

2.5%

1.5%

3.6%

1.8%

4.3%
3.3%

2.5%

2.6%

4.1%

4.4%

3.0%

2.5%

5.5%
1.4%

3.3%

5.0%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(315)

男性(136)

女性(168)

20歳代(40)

30歳代(55)

40歳代(70)

50歳代(61)

60歳代(40)

70歳以上(38)

1 ｢仕事｣を優先したい 2 ｢家庭生活｣を優先したい
3 ｢地域･個人の生活｣を優先したい 4 ｢仕事｣と｢家庭生活｣をともに優先したい
5 ｢仕事｣と｢地域･個人の生活｣をともに優先したい 6 ｢家庭生活｣と｢地域･個人の生活｣をともに優先したい
7 ｢仕事｣と｢家庭生活｣と｢地域･個人の生活｣をともに優先したい 8 わからない  
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問６-２ それでは、あなたの現実（現状）に最も近いものを次の中から１つ

だけお答えください。 

  

28.3%

29.4%

26.8%

35.0%

34.5%

31.4%

31.1%

12.5%

15.8%

20.6%

13.2%

27.4%

10.0%

25.5%

24.3%

13.1%

32.5%

21.1%

1.9%

2.2%

1.2%

2.5%

1.6%

5.0%

2.6%

28.3%

36.0%

23.2%

32.5%

29.1%

30.0%

36.1%

20.0%

21.1%

4.1%

5.1%

3.6%

7.5%

1.8%

4.9%

10.0%

5.3%

7.6%

4.4%

10.1%

2.5%

3.6%

4.3%

6.6%

15.0%

18.4%

5.4%

5.9%

4.8%

5.0%

5.5%

7.1%

1.6%

2.5%

10.5%

1.9%

2.2%

1.8%

2.5%

2.9%

4.9%

1.9%

1.5%

1.2%

2.5%

2.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(315)

男性(136)

女性(168)

20歳代(40)

30歳代(55)

40歳代(70)

50歳代(61)

60歳代(40)

70歳以上(38)

1 ｢仕事｣を優先している 2 ｢家庭生活｣を優先している

3 ｢地域･個人の生活｣を優先している 4 ｢仕事｣と｢家庭生活｣をともに優先している

5 ｢仕事｣と｢地域･個人の生活｣をともに優先している 6 ｢家庭生活｣と｢地域･個人の生活｣をともに優先している

7 ｢仕事｣と｢家庭生活｣と｢地域･個人の生活｣をともに優先している 8 わからない

無回答



16 

 

【３】男性の家事、育児、介護、地域活動への参加 

問７ 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していく

ためにはどのようなことが必要だと思いますか。次の中からいくつでもあげ

てください。 

 

 

  

45 

18 

78 

32 

55 

73 

26 

17 

18 

19 

6 

3 

89 

25 

100 

53 

95 

83 

48 

20 

28 

40 

5 

2 

6 

3 

5 

3 

6 

5 

3 

1 

3 

3 

1 

0 50 100 150 200

1 男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

2 男性が家事などに参加することに対する

女性の抵抗感をなくすこと

3 夫婦や家族間でのコミュニケーションを

よくはかること

4 年配者やまわりの人が､夫婦の役割分担等に

ついての当事者の考え方を尊重すること

5 社会の中で､男性による家事､子育て､介護､

地域活動についても､その評価を高めること

6 労働時間短縮や休暇制度を普及することで､

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

7 男性が家事､子育て､介護､地域活動に関心を

高めるよう啓発や情報提供を行うこと

8 国や地方自治体などの研修等により､男性の

家事や子育て､介護等の技能を高めること

9 男性が子育てや介護､地域活動を行うための､

仲間作りをすすめること

10 家庭や地域活動と仕事の両立などの問題に

ついて､男性が相談しやすい窓口を設けること

11 その他

12 わからない

男性 女性 性別無回答

140 

183 

156 

161 
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ウ 男女間における暴力について 

【１】配偶者等からの暴力等の被害経験について 

問８ あなたは、この５年間に配偶者や交際相手などから次の「ア」～「エ」

に示す暴力を受けたことがありますか。次の中から項目ごとに１つ

だけお答えください。 

 

 

1.9%

2.9%

1.2%

6.0%

4.4%

7.1%

3.2%

1.5%

4.2%

2.2%

1.5%

2.4%

7.3%

6.6%

7.7%

10.5%

10.3%

11.3%

2.2%

0.7%

3.6%

2.5%

0.7%

4.2%

87.9%

89.7%

87.5%

80.6%

84.6%

78.0%

91.1%

95.6%

88.7%

91.4%

95.6%

89.3%

2.9%

0.7%

3.6%

2.9%

0.7%

3.6%

3.5%

2.2%

3.6%

3.8%

2.2%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

全体

男性

女性

全体

男性

女性

全体

男性

女性

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

ア 身体的暴行（身体的な暴力） 

イ 心理的攻撃（精神的な暴力） 

ウ 経済的圧迫（経済的な暴力） 

エ 性的強要（性的な暴力） 
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【２】配偶者等からの暴力等の被害の相談 

問８-１-１  問８のいずれかの項目で「何度もあった」または「１、２度

あった」に○をつけた方にお伺いします。これまでに暴力に

ついて誰かに打ち明けたり、相談したりしたことはあります

か。次の中からいくつでもあげてください。 

 

  

3 

2 

1 

19 

8 

9 

1 

1 

18 

1 

0 10 20 30 40

1 友人･知人に相談した

2 家族や親戚に相談した

3 警察に連絡･相談した

4 市役所等の公的な相談窓口や電話相談に相談した

5 人権擁護委員や民生児童委員等に相談した

6 民間の機関(弁護士･民間ｼｪﾙﾀｰなど)に相談した

7 医師･ｶｳﾝｾﾗｰに相談した

8 その他

9 どこ(だれ)にも相談しなかった

男性 女性 性別無回答
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問８-１-２  問８-１-１で「９ どこ（だれ）にも相談しなかった」方にお

伺いします。どこ（だれ）にも相談しなかったのはなぜですか。

次の中からいくつでもあげてください。 

 

  

2 

4 

1 

1 

1 

3 

2 

1 

5 

1 

12 

1 

3 

5 

7 

2 

3 

2 

4 

8 

3 

0 5 10 15 20

1 どこ(だれ)に相談してよいのか

分からなかったから

2 恥ずかしくて誰にも言えなかったから

3 相談してもむだだと思ったから

4 相談したことがわかると､仕返しを受けたり､

もっとひどい暴力を受けたりすると思ったから

5 加害者に｢誰にも言うな｣とおどされたから

6 相談相手の言動によって不快な思いを

させられると思ったから

7 自分さえがまんすれば､なんとかこのまま

やっていけると思ったから

8 世間体が悪いから

9 他人を巻きこみたくなかったから

10 他人に知られると､これまで通りの付き合い(仕事や

学校などの人間関係)ができなくなると思ったから

11 そのことについて思い出したくなかったから

12 自分にも悪いところがあると思ったから

13 相手の行為は愛情の表現だと思ったから

14 相談するほどのことではないと思ったから

15 その他

男性 女性 性別無回答
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【３】配偶者等からの暴力等による影響 

問８-２-１ 問８で「何度もあった」または「１、２度あった」に○をつけ

た方にお伺いします。配偶者や交際相手から暴力を受けた後、

生活や心身への影響がありましたか。 

 

 

問８-２-２ 問８-２-１で「ある（あった）」方にお伺いします。配偶者や交

際相手からの暴力により、生活や心身へどのような影響があり

ましたか。 

 

 

  

21.1%

11.5%

26.2%

53.5%

65.4%

50.0%

25.4%

23.1%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

ある（あった） ない（なかった） 無回答

2 

1 

1 

1 

7 

2 

6 

1 

1 

3 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

0 5 10

1 相手の顔色をうかがうようになった

2 無気力､またはうつ的になり､

何もする気がなくなった

3 経済的に苦しくなった

4 心身に不調をきたして､病院を

受診した（受診している）

5 このような暴力を招いているのは､

自分のせいだと思った

6 周囲の人間を信じられなくなった

7 恥ずかしくて､暴力を受けたことを

隠そうとした

8 職場を休みがちになったり､辞めざるを

得ない状態になったりした

9 その他

男性 女性 性別無回答

10 

7 

5 
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【４】配偶者等への暴力等の加害経験 

問９ あなたは、この５年間に配偶者や交際相手などに対して問８の項目に

示す内容の暴力を行ったことがありますか。項目ごとに次の中から１

つだけお答えください。 

 

 

  

0.3%

0.7%

1.9%

2.2%

1.8%

0.6%

0.7%

0.6%

1.0%

2.2%

3.2%

3.7%

2.4%

9.5%

11.0%

8.9%

0.3%

0.7%

0.6%

1.5%

89.2%

91.2%

89.9%

82.2%

83.1%

82.7%

91.4%

93.4%

91.7%

91.1%

91.9%

92.3%

7.3%

4.4%

7.7%

6.3%

3.7%

6.5%

7.6%

5.1%

7.7%

7.3%

4.4%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

全体

男性

女性

全体

男性

女性

全体

男性

女性

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

ア 身体的暴行（身体的な暴力） 

イ 心理的攻撃（精神的な暴力） 

ウ 経済的圧迫（経済的な暴力） 

エ 性的強要（性的な暴力） 
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【５】配偶者等からの暴力等の防止対策 

問１０ 配偶者や交際相手などからの暴力、性暴力、セクシュアル･ハラス

メント、ストーカーなどを防止するためには、どのような対策が必

要だと思いますか。次の中からいくつでもあげてください。 

 

 

 

  

89 

79 

29 

44 

69 

40 

32 

23 

24 

27 

23 

2 

3 

107 

75 

54 

63 

60 

70 

44 

33 

33 

48 

22 

10 

10 

5 

1 

4 

4 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

0 50 100 150 200

1 被害者が早期相談できるよう､

身近な相談窓口を増やす

2 加害者への罰則を強化する

3 家庭で保護者が子どもに対し､暴力を

防止するための教育を行う

4 学校･大学で児童･生徒･学生に対し､

暴力を防止するための教育を行う

5 被害者救済のための法整備

6 シェルター（一時的な避難所）の

整備､助成を行う

7 暴力を振るったことのある者に対し､

二度と繰り返さないための教育を行う

8 暴力を助長する恐れのある情報（雑誌､

ゲームソフトなど）を取り締まる

9 ﾒﾃﾞｨｱを活用して､広報･啓発活動を

積極的に行う

10 被害者を発見しやすい立場の警察や医療

関係者などに対し､研修や啓発を行う

11 地域で､暴力を防止するための

研修会､イベントなどを行う

12 その他

13 わからない

男性 女性 性別無回答

201 

155 

87 

111 

112 

131 
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【６】配偶者等からの暴力等の相談窓口（相談機関） 

問１１ 配偶者や交際相手などからの暴力行為等に関しては、いろいろな

機関で相談に応じています。あなたは、次に示した相談窓口（相談

機関）についてご存知ですか。相談窓口（相談機関）ごとに１つだ

けお答えください。 

 

 

  

5.7%

9.8%

13.0%

28.9%

6.3%

39.4%

5.4%

9.5%

86.0%

81.9%

78.7%

63.5%

86.0%

53.7%

86.3%

82.2%

8.3%

8.3%

8.3%

7.6%

7.6%

7.0%

8.3%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 内閣府男女共同参画局 DV相談ナビ
0570-0-55210

イ 山口地方法務局 女性の人権ホットライン
0570-070-810

ウ山口県男女共同参画相談センター・

配偶者暴力相談支援センター083-901-1122・

DVホットライン（緊急用） 0120-238122

エ山陽小野田市人権・男女共同参画室
0836-82-1137

オ 山口県警察本部レディースサポート110

女性犯罪被害相談電話

カ山陽小野田警察署 0836-84-0110

厚狭幹部交番 0836-72-0110

キ NPO法人山口女性サポートネットワーク
0836-37-5611

ク 日本司法支援センター 法テラス ・サポートダイヤル

0570-078374・法テラス山口 0503383-5490

1 知っている 2 知らない 無回答
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エ 男女共同参画社会に関する行政への要望について 

【１】男女共同参画社会を実現するための施策 

問１２ 「男女共同参画社会」を実現するために、今後、行政はどのような

ことに力を入れていくべきだと思いますか。次の中からいくつでも

あげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57 

43 

38 

24 

32 

73 

27 

61 

77 

79 

19 

5 

4 

5 

54 

52 

50 

40 

36 

104 

30 

82 

110 

111 

23 

4 

6 

4 

3 

2 

1 

4 

1 

5 

3 

2 

1 

1 

0 50 100 150 200

1 法律や制度の面で見直しを行う

2 国･地方公共団体の審議会委員や管理職など､

政策決定の場に女性を積極的に登用する

3 民間企業･団体等の管理職に女性の登用が

進むよう支援する

4 女性や男性の生き方や悩みに関する

相談の場を提供する

5 従来､女性が少なかった分野(研究者等)への

女性の進出を支援する

6 保育の施設･サービスや､高齢者や病人の

施設や介護ｻｰﾋﾞｽを充実する

7 男女の平等と相互の理解や協力について

学習機会を充実する

8 労働時間の短縮や在宅勤務の普及など

男女共に働き方の見直しを進める

9 子育てや介護中であっても仕事が

続けられるよう支援する

10 子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の

再就職を支援する

11 男女の平等と相互の理解や協力について

広報･PRする

12 その他

13 特にない

14 わからない

男性 女性 性別無回答

 

 

 

 

 

 

 



25 

 

 

  男性の方が非常に優遇されている         どちらかといえば男性の方が優遇されている 
  
  平等である             どちらかといえば女性の方が優遇されている 
 
  女性の方が非常に優遇されている         わからない・無回答 

 

第３章 これまでの取組 
 

平成２２年度と平成２８年度の男女共同参画に関する市民アンケートの調査

結果を比較すると、「男女の地位の平等感」については、学校教育の場では６割強

が平等であると回答し、比較的平等感が高くなっています。しかし、その他の分

野では、平等と回答する割合が減少、若しくはわずかな平等感の増加にとどまっ

ており、今後も男女が共に活躍できる地域社会づくりや、男女共同参画社会づく

りに向けた意識の改革への一層の取組が必要です。 

また、「女性が職業をもつこと」について、「子どもができてもずっと職業を続

ける方がよい」の回答割合が増加しており、子どもを育てやすい環境づくりや仕

事の生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を推進していく必要があります。 

 

アンケート調査  

各分野における男女の地位の平等感  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.7

8.0 

43.2

44.9

34.9

35.0 

4.1

4.3

0.6

1.1

10.5

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【家庭生活の中で】

10.2 

11.5 

52.7 

54.8 

20.3 

17.4 

5.4 

5.9 

0.6 

0.8 

10.7 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【就職の機会や職場の中で】
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0.6

1.3

11.4

9.4

67.3

63.6

2.5

3.7

0

0.5

18.1

21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【学校教育の場で】

4.1 

4.8 

26.3 

26.2 

43.2 

44.7 

7.9 

9.6 

0.3 

0.8 

18.1 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【地域活動の中で】

18.4 

19.0 

46.3 

48.1 

15.9 

17.9 

3.5 

2.4 

0.3 

0.0 

15.5 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【政治経済活動の中で】

7.0 

8.0 

32.1 

28.9 

33.7 

38.2 

9.2 

10.4 

1.0 

0.8 

17.2 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【法律や制度の面で】
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  女性は職業をもたない方がよい               結婚するまでは職業をもつ方がよい 
  
   子どもができるまでは、職業をもつ方がよい。      子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 
 
   子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい。        その他・わからない・無回答 

 

 

 

 

 

女性が職業をもつことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.4 

15.2 

54.3 

58.0 

16.2 

15.5 

2.5 

4.3 

1.3 

1.1 

13.4 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【社会通念・慣習・しきたりなどで】

5.4 

9.1 

56.5 

58.8 

20.0 

16.6 

4.4 

5.1 

0.6 

0.8 

13.0 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査

【社会全体として】

0.6 

1.0 

1.6 

5.1 

7.0 

6.9 

42.9 

34.7 

34.9 

40.6 

13.1 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28年度調査

22年度調査
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第４章 プランの基本的な考え方 

 

 １ 基本理念  

 

第二次山陽小野田市総合計画に掲げられている将来都市像「活力と笑顔あふ

れるまち～スマイルシティ山陽小野田～」に向け、「山陽小野田市男女共同参画

推進条例」に掲げる６つの基本理念の下、市民一人ひとりが互いにその人権を

尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく社会のあらゆる分野におい

て、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を

目指します。 

 

６つの基本理念 

（１）男女の人権の尊重 

（２）社会における制度又は慣行についての配慮 

（３）施策等の立案及び決定への共同参画 

（４）家庭生活等への共同参画 

（５）生殖に関する意思の尊重及び健康への配慮 

（６）国際社会の取組の理解 

 

 

 ２ プランの構成  

 

「山陽小野田市男女共同参画推進条例」に掲げる６つの基本理念は維持し

つつ、県の「山口県男女共同参画基本計画」に準拠し、目指すべき方向の大

きな柱とするよう、次の「３つの基本目標」及び「１０の重点項目」に体系

の見直しを行いました。 

 

◆基本目標 

Ⅰ 男女が共に活躍できる地域社会づくり 

Ⅱ 男女共同参画社会づくりに向けた意識の改革 

Ⅲ 男女が健康で、安心・安全に暮らせる社会づくり 
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３ プランの体系図 


